
 
日本学術会議の提言に参画しました（2026/4/10） 

 
テーマ：壊滅的災害が想定されるメガシティの防災力強化に向けた科学技術イノベーション 

会 場：IRDR タスクフォースオンライン会議 

ＵＲＬ：https://www.scj.go.jp/ja/info/kohyo/division-15.html 

 

 2026 年 4 月 10 日（金）に公開された日本学術会議からの提言「壊滅的災害が想定  

されるメガシティの防災力強化に向けた科学技術イノベーション」に災害医学研究部門の 

江川新一教授（災害医療国際協力学分野）が、日本学術会議連携会員（特任）として参画 

しました。この提言について同日記者会見も行われました。 

 日本学術会議からの「提言」とは、学術会議が科学的知見に基づき総合的・俯瞰的な見地

から政府や関係機関、広く社会に向けた提案を発表する必要がある場合に発出するものです。

今回の提言は、日本学術会議第三部会（理学・工学系）の日本学術会議土木工学・建築学 

委員会 IRDR 分科会、IRDR 活動推進小委員会が中心となり審議を行なったものであり、 

日本学術会議として公表するものです。 

 江川教授は、栗山進一教授、大類正嗣准教授（共に災害公衆衛生学分野）と共に第４章

「メガシティにおける災害時の公衆衛生」を執筆し、提言３：健康被害の最小化を図る、 

提言４：災害による間接的な死亡を予防する、提言５：保健・医療・福祉体制を継続する、

の３点に集約しました。土木・建築・都市計画などの研究者と医療の研究者が総合知を形成

していくことに貢献できたと考えています。 

 IRDR 分科会は、これまでにも、2023 年に「壊滅的災害を乗り越えるためのレジリエン

ス確保のあり方」を提言しており、3 年ほどで、そのインパクト評価もすることとなって 

います。今回の提言も英語化されるとともに、各界に周知され、都市への人口集中が進み 

ながらも高齢化と周辺地域の過疎化が同時進行するわが国において、メガシティでの防災を

すすめることにどのように貢献できるかが問われています。 

 

  

  
 

文責：江川新一（災害医療国際協力学分野） 
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